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本
書
は
第
3
巻
と
題
さ
れ
て
い
る
が
、
そ
れ
自
体
と
し
て
読
む
こ
と

が
で
き
る
。
索
引
の
冒
頭
は
、
読
者
が
一
層
少
な
い
部
分
し
か
読
ま
ず

に
す
む
方
法
を
説
明
し
て
い
る
。

私
は
ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
に
と
て
も
感
謝
し
て
い
る
。
彼
が
い
な

か
っ
た
ら
私
は
第
3
巻
の
い
か
な
る
部
分
も
書
か
な
か
っ
た
だ
ろ
う
。

シ
ン
ガ
ー
は
何
人
か
の
と
て
も
す
ぐ
れ
た
哲
学
者
た
ち
に
、
本
書
の
姉

妹
編
で
あ
る
『
何
か
本
当
に
重
要
な
こ
と
が
あ
る
の
か
？
』
に
収
録
さ

れ
た
論
文
を
書
く
よ
う
説
得
し
た
。
私
は
こ
れ
ら
の
論
文
の
著
者
た
ち

に
、
返
答
を
書
く
の
に
こ
れ
ほ
ど
長
い
時
間
が
か
か
っ
た
こ
と
を
お
詫

び
す
る
。
こ
れ
ら
の
論
文
は
私
が
い
く
つ
か
の
大
間
違
い
を
し
て
い
た

こ
と
を
示
し
て
、
私
に
新
し
い
考
え
を
持
つ
よ
う
に
さ
せ
て
く
れ
た
。

私
は
ま
た
、
彼
ら
の
う
ち
の
二
人
、
ア
ラ
ン
・
ギ
バ
ー
ド
と
ピ
ー
タ

ー
・
レ
イ
ル
ト
ン
が
、
そ
れ
ぞ
れ
独
立
に
、
わ
れ
わ
れ
の
間
の
メ
タ
倫

理
学
上
の
主
要
な
意
見
の
相
違
の
少
な
く
と
も
い
く
つ
か
を
解
消
で
き

る
方
法
を
示
唆
し
て
く
れ
た
こ
と
に
興
奮
を
感
じ
た
。
私
は
こ
れ
ら
の

示
唆
を
第
三
十
八
、
三
十
九
、
四
十
、
四
十
二
、
四
十
六
、
四
十
七
章

で
擁
護
し
た
。
こ
れ
ら
の
章
に
含
ま
れ
て
い
る
彼
ら
二
人
の
コ
メ
ン
タ

リ
ー
の
中
で
、
レ
イ
ル
ト
ン
は
わ
れ
わ
れ
の
間
の
意
見
の
相
違
は
完
全

に
解
消
さ
れ
た
と
同
意
し
、
ギ
バ
ー
ド
は
わ
れ
わ
れ
の
間
の
意
見
の
相

違
は
部
分
的
に
解
消
さ
れ
た
と
同
意
す
る
。
私
は
自
分
と
同
じ
く
ら
い

物
事
を
正
し
く
見
て
い
る
と
思
わ
れ
る
人
々
と
意
見
を
異
に
す
る
こ
と

に
深
く
心
を
乱
さ
れ
る
。
そ
れ
が
理
由
で
、
私
は
レ
イ
ル
ト
ン
と
ギ
バ

ー
ド
と
私
が
今
や
同
じ
よ
う
な
信
念
を
持
っ
て
い
る
こ
と
を
、
レ
イ
ル

ト
ン
と
同
様
「
極
め
て
喜
ば
し
い
」
と
感
ず
る
。

シ
ン
ガ
ー
は
私
が
本
書
の
残
り
の
部
分
を
書
く
き
っ
か
け
に
な
っ
た

評
言
も
行
っ
た
。
彼
は
私
が
第
1
巻
と
第
2
巻
の
中
で
、〈
行
為
帰
結

主
義
〉
と
シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
が
〈
常
識
道
徳
〉
と
呼
ん
だ
も
の
と
の
間
の

意
見
の
不
一
致
に
つ
い
て
ほ
と
ん
ど
何
も
書
い
て
い
な
い
と
い
う
こ
と

に
、
失
望
の
念
を
礼
儀
正
し
く
表
明
し
た
の
だ
。
本
書
の
第
Ⅹ
部
に
お

け
る
私
の
目
的
の
一
つ
は
、
こ
れ
ら
の
不
一
致
の
い
く
つ
か
は
解
消
で

き
る
と
示
す
こ
と
で
あ
る
。
私
が
前
に
書
い
た
よ
う
に
、「〈
非
宗
教
的

倫
理
学
〉
は
ご
く
初
期
の
段
階
に
あ
る
。
…
…
わ
れ
わ
れ
が
す
べ
て
意
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見
の
一
致
に
到
達
す
る
か
ど
う
か
、
わ
れ
わ
れ
に
は
ま
だ
予
言
で
き
な

い
。
わ
れ
わ
れ
は
〈
倫
理
学
〉
が
将
来
ど
の
よ
う
に
発
展
す
る
か
を
知

ら
な
い
か
ら
、
高
い
望
み
を
持
つ
こ
と
は
不
合
理
で
は
な
い
の
で
あ

る
」［『
理
由
と
人
格
』
本
文
末
尾
］。

私
は
ま
た
多
く
の
他
の
人
々
に
助
け
ら
れ
た
。
私
が
最
も
多
く
を
助

け
ら
れ
た
の
は
、
セ
リ
ム
・
バ
ー
カ
ー
、
ル
ー
ス
・
チ
ャ
ン
、
フ
ラ
ン

セ
ス
・
カ
ム
、
ジ
ェ
フ
・
マ
ク
マ
ハ
ン
、
イ
ン
グ
マ
ル
・
ペ
ル
ソ
ン
、

テ
ィ
ム
・
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
、
シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
、
ラ
リ
ー
・
テ

ム
キ
ン
に
よ
っ
て
で
あ
る
。
私
は
ロ
バ
ー
ト
・
オ
ー
デ
ィ
、
ジ
ョ
ン
・

ブ
ル
ー
ム
、
ニ
コ
ラ
ス
・
ボ
ス
ト
ロ
ム
、
ロ
ジ
ャ
ー
・
ク
リ
ス
プ
、
ギ

ャ
レ
ッ
ト
・
カ
リ
テ
ィ
、
ジ
ョ
ナ
サ
ン
・
ダ
ン
シ
ー
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・

イ
ノ
ッ
ク
、
ウ
ィ
リ
ア
ム
・
フ
ィ
ッ
ツ
パ
ト
リ
ッ
ク
、
ト
マ
ス
・
ハ
ー

カ
、
ト
マ
ス
・
ネ
ー
ゲ
ル
、
マ
イ
ケ
ル
・
オ
ー
ツ
カ
、
サ
ミ
ュ
エ
ル
・

シ
ェ
フ
ラ
ー
、
ク
ヌ
ー
ト
・
ス
カ
ー
ソ
ー
ン
に
よ
っ
て
多
く
を
助
け
ら

れ
た
。
私
を
助
け
て
く
れ
た
他
の
人
々
は
、
マ
ル
セ
ロ
・
ア
ン
ト
ッ
シ

ュ
、
ベ
ン
ジ
ャ
ミ
ン
・
バ
ト
ラ
ー
、
デ
イ
ヴ
ィ
ド
・
コ
ッ
プ
、
ア
ン
ド

ル
ー
・
フ
ォ
ー
ス
ハ
イ
ム
ズ
、
ダ
ニ
エ
ル
・
フ
ォ
ー
マ
ン
、
ジ
ェ
イ
ム

ズ
・
グ
ッ
ド
リ
ッ
チ
、
ア
ビ
ル
・
ア
ー
メ
ド
・
ハ
ク
、
ア
ン
ド
ル
ー
・

ハ
リ
ス
、
ク
リ
ス
ト
フ
ァ
ー
・
ハ
ウ
ザ
ー
、
ハ
サ
ン
・
デ
ィ
ル
ジ
ェ
ル
、

フ
ラ
ン
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ア
ー
ロ
ン
・
ジ
ャ
ス
ラ
ヴ
、
ガ
イ
・
カ
ヘ

イ
ン
、
ジ
ャ
ス
テ
ィ
ン
・
カ
レ
フ
、
ジ
ョ
ゼ
フ
・
カ
ー
ス
テ
イ
ン
、
ダ

グ
ラ
ス
・
ク
レ
ム
、
ア
ン
ト
ン
・
マ
ー
コ
ク
、
ダ
ニ
エ
ル
・
ム
ノ
ス
、

ジ
ェ
イ
ク
・
ネ
ベ
ル
、
マ
ー
テ
ィ
ン
・
オ
ネ
イ
ル
、
ト
ビ
ー
・
オ
ー
ド
、

ジ
ェ
イ
コ
ブ
・
ロ
ス
、
リ
チ
ャ
ー
ド
・
ロ
ー
ラ
ン
ド
、
ブ
ル
ー
ス
・
ラ

ッ
セ
ル
、
バ
ー
ト
・
シ
ュ
ル
ツ
、
キ
ー
ラ
ン
・
セ
テ
ィ
ヤ
、
ジ
ョ
ン
・

ス
コ
ラ
プ
ス
キ
ー
、
ソ
ー
ル
・
ス
ミ
ラ
ン
ス
キ
ー
、
シ
グ
ル
ン
・
ス
ヴ

ァ
ヴ
ァ
ル
ス
ド
ッ
テ
ィ
ル
、
ヴ
ィ
ク
タ
ー
・
タ
ド
ロ
ス
、
フ
ィ
オ
ナ
・

ウ
ッ
ド
ラ
ン
ド
、
ア
レ
ッ
ク
ス
・
ウ
ォ
ー
ス
ニ
ッ
プ
、
フ
ラ
ン
ク
・
ウ

ー
で
あ
る
。
ま
た
私
が
名
前
を
書
か
な
か
っ
た
か
見
つ
け
ら
れ
な
か
っ

た
人
々
が
他
に
何
人
も
い
る
こ
と
を
私
は
確
信
し
て
い
る
。

ピ
ー
タ
ー
・
モ
ン
ト
チ
ロ
フ
に
は
今
度
も
ま
た
多
く
の
賢
明
な
助
言

を
い
た
だ
い
た
こ
と
に
大
変
感
謝
す
る
。



重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
　
第
3
巻
　
　
　
目　

次



目　次 vi

序　

文　
　

iii

要　

約　
　

1

第
Ⅶ
部　

還
元
不
可
能
に
規
範
的
な
真
理

第
三
十
七
章　

物
事
は
い
か
に
し
て
重
要
で
あ
り
う
る
の
か

　�

　

41

128　

気
に
か
け
る
こ
と
と
、
気
に
か
け
る
べ
き
理
由
を
持
つ
こ
と　
　

41

129　

哲
学
的
な
意
見
の
不
一
致　
　

51

第
三
十
八
章　

非
実
在
論
的
認
知
主
義

　�

　

57

130　

メ
タ
倫
理
学　
　

57

131　

存
在
論　
　

60

第
三
十
九
章　

規
範
的
真
理
と
自
然
的
真
理

　�

　

67

132　

概
念
と
性
質　
　

67

133　

同
一
外
延
の
議
論　
　

73

134　

規
範
性
の
反
論　
　

74



vii 目　次

135　

科
学
の
ア
ナ
ロ
ジ
ー　
　

77

136　

瑣
末
性
の
反
論　
　

88

第
四
十
章　

ギ
バ
ー
ド
の
非
自
然
主
義
者
へ
の
申
し
出
（
オ
フ
ァ
ー
）　�

　

91

137　

単
一
性
質
の
幻
想　
　

91

138　

事
態
の
自
然
主
義
的
状
態
と
規
範
的
真
理　
　

92

第
四
十
一
章　

レ
イ
ル
ト
ン
の
ソ
フ
ト
な
自
然
主
義
擁
護
論

　�

　

97

139　

複
数
の
性
質
の
同
一
性　
　

97

140　

瑣
末
性
の
反
論
に
対
す
る
レ
イ
ル
ト
ン
の
第
一
の
返
答　
　

102

第
四
十
二
章　

レ
イ
ル
ト
ン
に
よ
る
わ
れ
わ
れ
の
意
見
の
不
一
致
の
解
消

　�

　

107

141　

レ
イ
ル
ト
ン
の
一
層
広
い
見
解　
　

107

142　

レ
イ
ル
ト
ン
の
一
層
広
い
見
解
が
な
し
と
げ
た
こ
と　
　

110

143　

レ
イ
ル
ト
ン
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー　
　

122

第
四
十
三
章　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
非
経
験
的
な
規
範
的
真
理

　�

　

139

144　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
同
一
外
延
の
議
論　
　

139

145　

ジ
ャ
ク
ソ
ン
の
形
而
上
学
的
想
定　
　

144



目　次 viii

第
四
十
四
章　

シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー
の
保
守
的
な
還
元
テ
ー
ゼ

　�

　

149

146　

瑣
末
性
の
反
論
へ
の
シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー
の
批
判　
　

149

147　

シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー
と
私
は
い
か
に
し
て
わ
れ
わ
れ
の
意
見
の
不
一
致
を
解
消
で
き
る
か　
　

157

148　

私
は
ど
の
よ
う
に
ラ
ッ
セ
ル
を
誤
っ
て
導
い
た
か　
　

174

第
Ⅷ
部　

表
出
主
義
的
真
理

第
四
十
五
章　

準
実
在
論
的
表
出
主
義

　�

　

181

149　

欲
求
と
態
度
と
信
念　
　

181

150　

道
徳
的
真
理
を
語
る
権
利
を
得
る　
　

193

第
四
十
六
章　

ギ
バ
ー
ド
に
よ
る
わ
れ
わ
れ
の
意
見
の
不
一
致
の
解
消

　�

　

201

151　

ギ
バ
ー
ド
の
収
斂
の
主
張　
　

201

152　

事
物
が
重
要
か
ど
う
か
は
重
要
か
？　
　

204

153　

物
事
を
正
し
く
と
ら
え
る　
　

211

154　

ギ
バ
ー
ド
の
形
而
上
学
的
疑
念　
　

218

第
四
十
七
章　

も
う
一
つ
の
三
重
理
論

　�

　

227

155　

ギ
バ
ー
ド
の
コ
メ
ン
タ
リ
ー　
　

227



ix 目　次

156　

ハ
ッ
ピ
ー
・
エ
ン
デ
ィ
ン
グ　
　

247

第
Ⅸ
部　

規
範
的
理
由
と
心
理
的
理
由

第
四
十
八
章　

表
出
主
義
的
理
由

　�

　

265

157　

ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
困
惑　
　

265

158　

理
由
に
関
す
る
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン
の
信
念　
　

269

第
四
十
九
章　

主
観
主
義
的
理
由

　�

　

277

159　

ス
ミ
ス
に
よ
る
主
観
主
義
の
擁
護　
　

277

160　

ス
ト
リ
ー
ト
に
よ
る
主
観
主
義
の
擁
護　
　

282

第
五
十
章　

ス
ト
リ
ー
ト
の
メ
タ
倫
理
学
的
構
成
主
義

　�

　

291

161　

ス
ト
リ
ー
ト
の
暴
露
論
法　
　

291

162　

ス
ト
リ
ー
ト
の
相
対
主
義　
　

295

163　

ス
ト
リ
ー
ト
の
見
解
の
規
範
的
含
意　
　

308

164　

ス
ト
リ
ー
ト
に
関
す
る
チ
ャ
ペ
ル
の
主
張　
　

314

　



目　次 x

第
五
十
一
章　

道
徳
と
非
難
と
内
的
理
由

　�

　

321

165　

内
的
理
由
に
関
す
る
ダ
ー
ウ
ォ
ル
の
主
張　
　

321

166　

ダ
ー
ウ
ォ
ル
に
よ
る
道
徳
内
在
主
義
の
擁
護　
　

331

第
五
十
二
章　

ニ
ー
チ
ェ
の
山

　�

　

343

167　

ニ
ー
チ
ェ
と
収
斂
の
主
張　
　

343

第
Ⅹ
部　

倫　

理

第
五
十
三
章　

重
要
な
こ
と
と
普
遍
的
理
由

　�

　

349

168　

誰
か
―

す
べ
て
の
人
の
テ
ー
ゼ　
　

349

169　

重
要
な
こ
と
に
関
す
る
普
遍
主
義　
　

365

第
五
十
四
章　

衝
突
す
る
諸
理
由

　�

　

371

170　

シ
ジ
ウ
ィ
ッ
ク
の
問
題　
　

371

171　

道
徳
的
理
由
と
自
己
利
益
的
理
由　
　

374

172　

他
の
諸
問
題　
　

378

第
五
十
五
章　

正
と
善

　�

　

387

173　

道
徳
的
両
価
性　
　

387



xi 目　次

174　

不
正
行
為
の
悪
性　
　

392

175　

道
徳
的
理
由
と
不
偏
的
理
由　
　

396

176　

不
正
行
為
と
理
由　
　

405

第
五
十
六
章　

義
務
論
的
諸
原
理

　�

　

409

177　

手
段
原
理　
　

409

178　

人
を
害
す
る
こ
と
と
害
悪
か
ら
救
う
こ
と　
　

423

第
五
十
七
章　

行
為
帰
結
主
義
と
常
識
道
徳

　�

　

437

179　

人
々
を
取
り
扱
う
善
い
方
法
と
悪
い
方
法　
　

437

180　

義
務
論
的
悪
性
と
非
義
務
論
的
悪
性　
　

442

181　

人
格
的
義
務
と
シ
ェ
ア
さ
れ
る
義
務　
　

449

第
五
十
八
章　

統
一
理
論
に
向
け
て

　�

　

457

182　

行
為
帰
結
主
義　
　

457

183　

規
則
帰
結
主
義
と
動
機
帰
結
主
義　
　

461

184　

最
善
化
的
な
動
機
と
規
則　
　

463

185　

小
さ
な
影
響
と
大
き
な
害
悪　
　

467

186　

結
論
を
与
え
な
い
諸
結
論　
　

478



目　次 xii

巻
末
注　
　

485

出
典
に
関
す
る
注　
　

499

訳
者
解
説　
　

511

参
考
文
献　
　

7

索　

引　
　

2

第
1
巻
目
次

序
論　

サ
ミ
ュ
エ
ル
・
シ
ェ
フ
ラ
ー

序
文

要
約

　
　

Ｉ　

理　

由

第
一
章　

規
範
的
概
念

第
二
章　

客
観
主
義
理
論

第
三
章　

主
観
主
義
理
論

第
四
章　

さ
ら
な
る
議
論

第
五
章　

合
理
性

第
六
章　

道　

徳

第
七
章　

道
徳
的
概
念

　
　

Ⅱ　

原　

理

第
八
章　

可
能
な
合
意

第
九
章　

単
に
手
段
と
し
て

第
十
章　

尊
敬
と
価
値

第
十
一
章　

自
由
意
志
と
功
績

　
　

Ⅲ　

理　

論

第
十
二
章　

普
遍
的
法
則

第
十
三
章　

誰
も
が
そ
う
し
た
ら
ど
う
な
る
？

第
十
四
章　

不
偏
性

第
十
五
章　

契
約
主
義

第
十
六
章　

帰
結
主
義

第
十
七
章　

結　

論

補
論
Ａ
Ｂ
Ｃ

巻
末
注
／
出
典
に
関
す
る
注

参
考
文
献
／
索
引



xiii 目　次

第
2
巻
目
次

序
文
・
要
約

　
　

Ⅳ　

コ
メ
ン
タ
リ
ー

連
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ　

ス
ー
ザ
ン
・
ウ
ル
フ

目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
の
人
間
性

�

ア
レ
ン
・
ウ
ッ
ド
（
訳
・
奥
野
久
美
恵
）

方
法
の
不
適
合

�

バ
ー
バ
ラ
・
ハ
ー
マ
ン
（
訳
・
奥
野
久
美
恵
）

ど
う
し
て
私
は
カ
ン
ト
主
義
者
で
は
な
い
の
か

�

Ｔ
・
Ｍ
・
ス
キ
ャ
ン
ロ
ン

　
　

Ⅴ　

回　

答

第
十
八
章　
　

連
山
の
ハ
イ
キ
ン
グ
に
つ
い
て

第
十
九
章　
　

目
的
そ
れ
自
体
と
し
て
の
人
間
性
に
つ
い
て

第
二
十
章　
　

方
法
の
不
適
合
に
つ
い
て

第
二
十
一
章　

人
数
は
ど
の
よ
う
に
し
て
重
要
な
の
か

第
二
十
二
章　

ス
キ
ャ
ン
ロ
ン
的
契
約
主
義

第
二
十
三
章　

三
重
理
論

　
　

Ⅵ　

規
範
性

第
二
十
四
章　

分
析
的
自
然
主
義
と
主
観
主
義

第
二
十
五
章　

非
分
析
的
自
然
主
義

第
二
十
六
章　

瑣
末
性
の
反
論

第
二
十
七
章　

自
然
主
義
と
ニ
ヒ
リ
ズ
ム

第
二
十
八
章　

非
認
知
主
義
と
準
実
在
論

第
二
十
九
章　

規
範
性
と
真
理

第
三
十
章　
　

規
範
的
真
理

第
三
十
一
章　

形
而
上
学

第
三
十
二
章　

認
識
論

第
三
十
三
章　

理
性
主
義

第
三
十
四
章　

意
見
の
一
致

第
三
十
五
章　

ニ
ー
チ
ェ

第
三
十
六
章　

最
も
重
要
な
こ
と

補
論
Ｄ
Ｅ
Ｆ
Ｇ
Ｈ
Ｉ
Ｊ

巻
末
注
／
出
典
に
関
す
る
注

訳
者
解
説

参
考
文
献
／
索
引
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次
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シ
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ー
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フ
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ト
の
一
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駄
だ
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た
か
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Ｗ
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Ⅵ
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に
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る
考
察　
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リ
ー
・
Ｓ
・
テ
ム
キ
ン

第
2
章　

メ
タ
倫
理
学
の
山
の
二
つ
の
面
？　
　

ピ
ー
タ
ー
・
レ
イ
ル
ト
ン
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3
章　

パ
ー
フ
ィ
ッ
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規
範
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概
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と
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ソ
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第
6
章　
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本
当
に
」
重
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と
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何
も
な
い
、
し
か
し
そ
れ
は
重
要
な
こ
と
で
な
い　
　

シ
ャ
ロ
ン
・
ス
ト
リ
ー
ト

第
7
章　

重
要
な
こ
と
を
知
る　
　

リ
チ
ャ
ー
ド
・
Ｙ
・
チ
ャ
ペ
ル

第
8
章　

ニ
ー
チ
ェ
と
規
範
的
収
斂
の
希
望　
　

ア
ン
ド
ル
ー
・
ハ
ド
ル
ス
ト
ン

第
9
章　

倫
理
学
に
お
け
る
還
元
主
義
を
擁
護
す
る　
　

フ
ラ
ン
ク
・
ジ
ャ
ク
ソ
ン

第
10
章　

メ
タ
倫
理
学
の
ど
こ
が
重
要
な
の
か
？　
　

マ
ー
ク
・
シ
ュ
ロ
ー
ダ
ー

第
11
章　

道
徳
的
直
観
主
義
の
擁
護　
　

ブ
ル
ー
ス
・
ラ
ッ
セ
ル

第
12
章　

道
徳
と
非
難
と
内
的
理
由　
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テ
ィ
ー
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ン
・
ダ
ー
ウ
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ル
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13
章　

客
観
性
と
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理
学
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最
も
深
い
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題
」
に
関
す
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パ
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フ
ィ
ッ
ト
の
見
解

�
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訳
者
解
説

本
書
はD

erek Parfit, O
n W

hat M
atters, V

olum
e T

hree 

（O
xford U

niversity Press, 2017

）
の
全
訳
で
あ
る
。

著
者
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
「
序
文
」
で
書
い
て
い
る
よ
う
に
、
本
書
は

ピ
ー
タ
ー
・
シ
ン
ガ
ー
編
『
何
か
本
当
に
重
要
な
こ
と
が
あ
る
の

か
？
』
に
収
録
さ
れ
た
、『
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て　

第
1
巻
・
第
2

巻
』
に
関
す
る
十
三
篇
の
論
文
に
対
す
る
返
答
を
ま
と
め
る
と
同
時
に
、

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
提
唱
す
る
帰
結
主
義
倫
理
の
さ
ら
な
る
展
開
を
行
っ

た
書
物
で
あ
る
。
な
お
本
書
四
八
二
頁
で
予
告
さ
れ
た
『
重
要
な
こ
と

に
つ
い
て　

第
4
巻
』
は
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
逝
去
の
た
め
書
か
れ
な
い

ま
ま
に
終
わ
っ
た
。
以
下
の
解
説
で
は
『
重
要
な
こ
と
に
つ
い
て
』
を

「
Ｏ
Ｗ
Ｍ
」
と
呼
び
、
頁
数
を
示
す
必
要
が
あ
る
場
合
は
訳
書
の
頁
数

に
よ
る
こ
と
に
す
る
。

本
書
の
構
成
は
大
ま
か
に
は
、
第
Ⅶ
部
か
ら
第
Ⅸ
部
が
、
Ｏ
Ｗ
Ｍ
第

1
巻
第
Ⅰ
部
と
第
2
巻
第
Ⅵ
部
の
メ
タ
倫
理
学
的
議
論
を
補
足
し
て
い

る
の
に
対
し
て
、
第
Ⅹ
部
は
行
為
帰
結
主
義
と
常
識
道
徳
の
周
到
な
検

討
な
ど
に
よ
っ
て
Ｏ
Ｗ
Ｍ
第
1
巻
第
Ⅲ
部
お
よ
び
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
前

著
『
理
由
と
人
格
』（
一
九
八
四
年
。
邦
訳
は
勁
草
書
房
、
一
九
九
八
年
）

第
Ⅰ
部
の
帰
結
主
義
的
規
範
倫
理
を
補
足
し
て
い
る
と
言
え
よ
う
（
た

だ
し
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
自
身
は
、
Ｏ
Ｗ
Ｍ
第
Ⅰ
部
の
理
由
に
関
す
る
客
観
主
義

と
主
観
主
義
の
対
立
は
、
Ｏ
Ｗ
Ｍ
第
Ⅵ
部
の
メ
タ
倫
理
学
的
な
実
在
論
／
反

実
在
論
の
区
別
と
は
異
な
る
実
質
的
な
規
範
的
問
題
と
考
え
て
い
る
よ
う
だ
。

本
書
160
節
後
半
、
特
に
二
八
九
―
九
〇
頁
を
見
よ
）。
第
Ⅹ
部
に
つ
い
て
は

以
下
で
触
れ
な
い
の
で
こ
こ
で
一
言
だ
け
述
べ
る
と
、
そ
の
中
で
一
番

成
功
し
て
い
る
の
は
、「
ダ
ブ
ル
・
エ
フ
ェ
ク
ト
の
原
理
」
と
も
呼
ば

れ
る
、
義
務
論
者
が
し
ば
し
ば
訴
え
か
け
る
〈
手
段
と
副
次
的
効
果
の

原
理
〉
に
対
す
る
根
本
的
批
判
（
177
節
）
だ
と
思
う
。（
た
だ
し
注
意
す

べ
き
こ
と
だ
が
、
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
が
そ
こ
で
言
う
「
一
人
の
人
を
殺
す
こ
と

で
他
の
何
人
か
の
命
を
救
う
こ
と
は
不
正
で
あ
る
」
と
い
う
〈
危
害
原
理
〉

は
、
Ｊ
・
Ｓ
・
ミ
ル
が
『
自
由
論
』
で
提
唱
し
た
と
解
さ
れ
る
反
パ
タ
ー
ナ

リ
ズ
ム
の
〈
危
害
原
理
〉
と
名
前
は
同
じ
で
も
別
物
で
あ
る
。）

以
上
で
述
べ
た
事
情
か
ら
、
本
書
は
『
何
か
本
当
に
重
要
な
こ
と
が

あ
る
の
か
？
』
と
併
読
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
し
、
後
者
の
読
者
も
本

書
を
併
読
す
る
こ
と
が
有
益
だ
ろ
う
。
こ
の
二
冊
の
原
書
は
パ
ー
フ
ィ
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ッ
ト
が
二
〇
一
七
年
一
月
二
日
に
死
去
し
た
直
後
、
そ
の
一
月
中
に
刊

行
さ
れ
た
が
、
訳
書
も
そ
れ
に
あ
わ
せ
て
同
時
に
刊
行
す
る
こ
と
に
し

た
次
第
で
あ
る
。

こ
こ
で
『
何
か
本
当
に
重
要
な
こ
と
が
あ
る
の
か
？
』
の
諸
論
文
を

振
り
返
っ
て
み
る
。
Ｏ
Ｗ
Ｍ
第
2
巻
第
三
十
五
章
「
ニ
ー
チ
ェ
」
の
ニ

ー
チ
ェ
解
釈
を
問
題
と
す
る
ハ
ド
ル
ス
ト
ン
の
論
文
を
除
く
十
二
篇
が

取
り
上
げ
る
テ
ー
マ
は
し
ば
し
ば
重
な
っ
て
い
る
の
で
、
そ
れ
ら
の
テ

ー
マ
の
う
ち
中
心
的
な
も
の
と
そ
れ
に
言
及
す
る
論
者
を
列
挙
す
る
と

次
の
よ
う
に
な
ろ
う
。

・�「
重
要
で
あ
る
」
と
は
い
か
な
る
こ
と
か　
　

テ
ム
キ
ン
、
ギ
バ
ー

ド
、
ス
ト
リ
ー
ト

・�「
理
由
」
の
概
念
（
特
に
ウ
ィ
リ
ア
ム
ズ
解
釈
と
の
関
係
で
）　　

テ
ム

キ
ン
、
ス
ミ
ス
、
ス
ト
リ
ー
ト
、
ダ
ー
ウ
ォ
ル

・�

瑣
末
性
の
反
論　
　

レ
イ
ル
ト
ン
、
ギ
バ
ー
ド
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
シ

ュ
ロ
ー
ダ
ー
、
ラ
ッ
セ
ル

・
表
出
主
義　
　

ギ
バ
ー
ド
、
ブ
ラ
ッ
ク
バ
ー
ン

・�

進
化
論
的
暴
露
論
法　
　

ス
ト
リ
ー
ト
、
チ
ャ
ペ
ル
、
ラ
ザ
リ
＝
ラ

デ
ク
と
シ
ン
ガ
ー

・
意
見
の
不
一
致　
　

チ
ャ
ペ
ル
、
ジ
ャ
ク
ソ
ン
、
ラ
ッ
セ
ル

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
本
書
で
彼
ら
の
議
論
の
す
べ
て
に
逐
一
応
答
し
て

い
る
わ
け
で
は
な
い
が
、
い
ず
れ
の
テ
ー
マ
に
つ
い
て
も
何
ら
か
の
仕

方
で
触
れ
て
い
る
。
ど
の
節
で
ど
の
テ
ー
マ
に
触
れ
て
い
る
か
は
本
書

冒
頭
の
「
要
約
」
と
巻
末
の
索
引
が
手
引
き
に
な
る
。
多
く
の
場
合
、

パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
は
基
本
的
な
主
張
は
譲
ら
な
い
が
、
い
く
つ
か
の
論
点

に
つ
い
て
は
自
分
が
論
者
の
主
張
を
誤
解
し
て
い
た
（
た
と
え
ば
ギ
バ

ー
ド
の
表
出
主
義
に
つ
い
て
）
と
か
、
自
分
の
書
き
方
が
ミ
ス
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
だ
っ
た
（
た
と
え
ば
瑣
末
性
の
反
論
の
表
現
方
法
に
つ
い
て
）
と
率

直
に
認
め
て
い
る
。
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
応
答
が
ど
の
程
度
成
功
し
て
い

る
か
は
読
者
自
身
で
判
断
し
て
い
た
だ
き
た
い
が
、
素
朴
な
感
想
を
言

え
ば
、
私
は
パ
ー
フ
ィ
ッ
ト
の
主
張
の
多
く
に
賛
成
で
き
る
一
方
で
、

「
重
要
で
あ
る
」
に
関
す
る
テ
ム
キ
ン
論
文
4
節
と
ス
ト
リ
ー
ト
論
文

8
節
、
瑣
末
性
の
反
論
に
関
す
る
ジ
ャ
ク
ソ
ン
論
文
5
節
と
ラ
ッ
セ
ル

論
文
4
節
の
批
判
的
な
コ
メ
ン
ト
に
は
説
得
力
を
感
じ
、
パ
ー
フ
ィ
ッ

ト
が
あ
ま
り
満
足
す
べ
き
応
答
を
行
っ
て
い
な
い
よ
う
に
思
っ
た
。

な
お
進
化
論
的
暴
露
論
法
に
つ
い
て
付
言
す
る
と
、
こ
れ
ら
の
論
文

で
も
Ｏ
Ｗ
Ｍ
で
も
十
分
明
確
に
は
述
べ
ら
れ
て
い
な
い
が
、
そ
れ
は
規

範
倫
理
学
上
の
主
張
と
メ
タ
倫
理
学
上
の
主
張
に
分
け
る
こ
と
が
で
き

る
。
前
者
の
主
張
は
〈
義
務
論
的
な
信
念
は
人
間
の
進
化
の
産
物
と
し

て
生
じ
た
が
、
不
偏
的
な
帰
結
主
義
は
そ
う
で
な
い
か
ら
、
帰
結
主
義

の
妥
当
性
が
裏
付
け
ら
れ
る
〉
と
い
う
も
の
で
、「
ロ
ー
カ
ル
な
進
化

論
的
暴
露
論
法
」
と
呼
ぶ
こ
と
が
で
き
、
後
者
の
主
張
は
〈
道
徳
的
な
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